
解 答
宗 唄 ① ー0.4 ② 11 ③ 40 ④ 20 欝 ① 40 ② 降水量 ③ 気温 蔚 イ・ウ

鰻 ① う ② あ ③ Ｃ ④ Ｆ 姥 標高が高く，気温が低い地域があるから。

厩 ① 82 ② い 浦 十分な降水量があるから。

瓜 年間の気温差が大きい場合，植物の生育に適さない時期の気温が大きく年平均気温を下げてしまうから。

就 唄 25

欝 図①

蔚 図②

鰻 Ａ 45 Ａ' 45

姥 Ａ 0.07 Ａ' 0.07

厩 1.4 浦 カ

瓜 20 閏 ２

州 唄 ① Ｂ ② Ａ ③ ＢからＡ 欝 イ，エ

蔚 32.5 鰻 1000 姥 10.3 厩 ア・ウ

浦 記号 ウ 図４のよう 瓜 13.6

閏 ２階と４階にポンプを設置し，水を吸い上げる。

解 説
宗 鰻 ①・② 地点Ａの年平均気温は約15℃，年降水量は1680㎜（140×12）なので，地点Ａに形成されるバイオーム

こうすい

はうとなります。また，地点Ｅの年平均気温は－0.4℃，年降水量は約480㎜（40×12）なので，地点Ｅに形成

されるバイオームはあとなります。

厩 地点Ⅱについて，月平均気温が５℃以上なのは４月～11月です。したがって， 暖 かさ指数は約82（9.0＋14.1＋
あたた

17.2＋20.7＋21.8＋18.3＋13.8＋7.4－５×８＝82.3）で，形成されるバイオームはいとなります。

就 唄 着岸までの時間は船の速度と関係し，川の速度とは関係しないので，川の速度が２倍になっても着岸までの時

間は変わりません。

欝 視線方向速度の大きさは，Ａ点では9.7ｍ/秒（10÷１×0.97），Ｂ点では8.7ｍ/秒（10÷１×0.87），Ｃ点では
し せん

7.0ｍ/秒（10÷１×0.7），Ｄ点では０となります。

蔚 亀の動きをＯ点から観察しているので，Ａ'からＯ点に向かって視線方向速度を図示します。
かめ ず し

姥 0.07ｍ/秒（0.1÷１×0.7）となります。

厩 四角形ＡＢＣＤの一辺は２ｍなので，約1.4ｍ（(２÷１)÷１×0.7＝1.42…）となります。

浦 Ａを出発した亀は常にＢを出発した亀を目指して動き，観測者の位置は変わらないので，Ａを出発した亀の進

行方向と視線方向とのなす角は常に90度で，視線方向速度は常に0.07ｍ/秒となります。

瓜 ＡＯ間の直線距離は約1.4ｍで，視線方向速度は常に一定なので，約20秒（1.4÷0.07）となります。
きょ り

閏 0.1ｍ/秒の速度で約20秒間動いたので，約２ｍ（0.1×20）となります。

州 唄 くぼみのある方に固体を入れ，反応を止めるときはくぼみに固体を引っかけて液体を移します。

欝 (ｱ)・(ｳ)では二酸化炭素，(ｲ)・(ｴ)では水素，(ｵ)では酸素が発生します。

鰻 水１安の重さは１ｇなので，水１庵（＝1000000安）の重さは1000㎏（１×1000000÷1000）となります。

姥 もし空気が均等に分布しているとすると，およそ８㎞の高さまで空気が存在していることになるので，１粟の
そんざい

面が支える空気の重さは10320㎏（1.29×(８×1000)）となります。したがって，空気は高さ約10.3ｍ（10320÷

1000＝10.32）分の水を支えることができます。

浦 管の断面積を５安にしても，水面１安あたりにかかる圧力は変わらないので，水面の高さも変わりません。

瓜 空気が支えることのできる水の高さは約1030㎝（10.3×100）で，水銀は76㎝になっています。したがって，水

銀１安の重さは約13.6ｇ（１÷(76÷1030)＝13.55…）となります。

閏 空気は水を高さ約10.3ｍまでしか支えられないので，12ｍの高さまで吸い上げるためには，間にポンプを設置
す

する必要があります。
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